
 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【めざす生徒像】 

◆ 進んで勉強する生徒   
◆ 礼儀正しい生徒 
◆ 明るくたくまし生徒 
◆ 感謝の心で、残さず食べる生徒 

第１３号  H26. 8.26 
発行者 甲 斐 昭 児 

☎ ２３－３６１１ 

【教育目標】生徒一人一人の個性を伸ばし、たくましいからだ、豊かな心、すぐれた知性をもった人間性豊かな生徒の育成  

細野中だよりは本校のホームページでもご覧になれます。 

地に大雨の被害を残し、今年の夏も去っていこうと

しています。晴れ間が少なく(日照時間が例年の2～4割 

だとか)、大雨や台風に不安を感じた夏でもありました。

災害のニュースに接するたびに、常に「想定内」の意識

で早めの避難を心がけなければと思っています。 

昨日から１学期の後半が始まりました。子どもたちは

「残念！」、ご家庭では「やれやれ…」でしょうか。 

例年なら、体育大会の準備や練習が始まっている頃で

す。今年は、そのエネルギーを他の行事や学習面に向け

ることができますね。生活のリズムを一日も早く学校  

モードに切り替えましょう。 

 

「相手や周りの雰囲気を変えたいと思う時、相手に

直接働きかける前に、自分の行動や考え方を変えてみ

ては」という提案です。たとえば… 
 
◇ 自分から進んで話しかける。  
◇ 笑顔で接する。怒った顔や怖い顔はしない。 
◇ 相手のマイナス面よりもプラスの面を探す。 
◇ 優しい言葉づかいを心がける。 
◇ 相手の失敗を笑わない。励ましの言葉をかける。  

 これらを実行して、相手や周りの雰囲気がどう変わる

かを確かめてみたら、と全校集会で話しました。 

その後で思い出したのが、テレビでよく流れていた

次の詩です。これも「鏡の法則」でしょうね。 

 

 鏡を見た時に髪が乱れていたとします。でも、鏡の中に手
を突っ込んで髪を直すことはできません。髪を直すには、自
分自身の髪に手をやる必要があります。しかし、鏡の中の髪
を直そうと頑張る人がとても多いのが現実です。 

◆ 小・中合同研修会 （8.21) ◆ 

子どもたちの心に響く道徳の授業につい

ての研修です。宮崎大学の椋木香子先生

（むくぎきょうこ：教育学部准教授）に２時間たっ

ぷり講義をしていただきました。 

研修で使った話をひとつ紹介します。 
 

 ◆ 門番のマルコ  ◆ 
 
マルコが王様のお城を守

る門番になった時、「王様の

いうことをよく聞いて立派に

働いておくれ」とお父さんが

言いました。  

マルコが番をする門には､「戦いに行く時にしか決して開けて

はならない」という決まりがありました。 

昔、この門を開けて敵に攻め込まれたことから、 

決まりは王様によって定められ、厳しく守られていました。 

ある時、狩りに出かけた王様は、命が危なくなる 

ほどのひどい熱が出て、急いで城へ帰ることになりました。 

 そこで王様は、マルコの門を通ると城へ帰る近道になるのを

思い出し、マルコの門へ向かいました。王様は重病です。 

 王様が門に来た時、門番として、家来として、 

マルコは門を開けるべきでしょうか？ 

それとも、開けるべきではないでしょうか？ 
 
 この話のように、二者択一のジレンマに陥るような体験

は日常生活の中にも起こり得ます。その際、「めんどうく

さい」とか「どっちでもいいや」ではなく、たとえ決めら

れなくても、物事に真剣に向き合って考える習慣を養って

おくことが大切です。判断の場面を数多く経験すること

で、最適な判断を下す能力が身に付くと言われています。 

 ちなみに、前述の話には正解はありません。 

❏ ある日の雨上がり、用務員の山本さんが見た光景です。一
人の生徒が花壇に水をやっていました。「今日の当番です」と
のこと。責任感はすごいけど、状況判断が…というお話です。  
❏ 女子生徒と母親が来校。「技術科の課題で観察していた野
菜の苗が大雨で鉢ごと流されたので…」という相談です。その
後、別の苗をもらって観察を続けることができました。問題をそ
のままにせず解決しようという態度が大切ですね。  
❏ 職員室上の防水工事をしていただきました。体育館など、
他にも雨漏りがする箇所があるのですが、予算の関係で今年
度中は難しいようです。雨の日、体育館にはバケツが、職員室
前には”たらい”が置いてあります。  
❏ 課題が終わらない子どもたちはサマースクールの後も教室
で机に向かっていました。聞いてみると、家ではほとんど勉強し
ていないようです。家庭学習の習慣がついていない子は、学力
の向上は絶対に望めません。 
 

 

【おめでとう】 全校集会で表彰しました。  
❏ 九州吹奏楽コンクール宮崎支部予選 
銀賞： 吹奏楽部  

❏ 西諸地区中学校新人ソフトテニス大会（２年） 
（男子） 優勝： 髙佐 直希くん・押領司 祥くん 
      ２位： 井上 寿朗くん・榎田 悠佑くん 
      ４位： 平山 大地くん・下鶴 惣真くん  
 

（女子）  ６位： 大出水優菜さん・池田 瑠奈さん 
 

❏ ホークスカップ中学硬式野球大会 ～ ヤフードーム（３年） 
３位： 齋藤 亘輝くん・末永 裕聖くん（小林ボーイズ）  

❏ 食品衛生月間行事の標語 
 小林保健所長賞： 渡根 恵太くん（１年） 

 
 

        

夏休みの風景 ～休み中の話題あれこれ～ 

■ こだまでしょうか ■ 
 
「遊ぼう」っていうと 
「遊ぼう」っていう。 
「ばか」っていうと 
「ばか」っていう。 
「もう遊ばない」っていうと 
「遊ばない」っていう。 
 

 

金子みすゞ 
 
そうして、あとで 
さみしくなって、 
「ごめんね」っていうと 
「ごめんね」っていう。 
こだまでしょうか、 
いいえ、だれでも。 

 

歩道ができました            区長さんを始め、地域の皆様の

長年の要望が実り、駐在所横に歩道ができました。通学

路の危険箇所として気になっていた所です。工事は産業

開発青年隊OBのボランティアで行われました。お骨折

りいただいた皆様に、心よりお礼申し上げます。 

ビフォー アフター 


